〇〇年〇月〇日

対象債権者各位

返済猶予等のお願い

（主たる債務者）　 〇〇株式会社　印
（保証人）○○　〇〇　印
（主たる債務者及び保証人代理人　兼支援専門家）弁護士　○○　〇〇　印
TEL　　　　　　FAX　　　　　　　
拝啓　時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。平素は，格別の御高配を賜り，厚く御礼申し上げます。

　さて，当職は，○年〇月〇日に，上記主たる債務者及び保証人〇〇○○氏（住所：〇〇，生年月日：〇〇年〇月〇日生）の代理人に就任するとともに，あわせて支援専門家として特定調停手続により主たる債務者の廃業支援及び「経営者保証に関するガイドライン」に基づく保証債務の整理を開始することとなりました。今後，対象債権者の皆様の経済合理性に留意しつつ，主たる債務者の廃業及び弁済計画の策定を目指し，また，保証債務の整理のため，「経営者保証に関するガイドライン」に基づき，保証人の資産内容の開示及び弁済計画の策定を目指します。当職としましては，対象債権者の皆様と協議した上で，特定調停の申立てを行うことを予定しております。
つきましては，本日から調停成立までの間，主たる債務及び保証債務の（元本・元利金）
の返済の御猶予をお願い申し上げます。対象債権者におかれましては，特定調停手続に基づく主たる債務者の廃業支援（主たる債務の整理）及び保証人の保証債務の整理に御協力賜りたく，下記の行為を差し控えていただくようお願い申し上げます。
また，本日現在での債務残高について弁護士宛てに御送付をお願いいたします（残高証明書の発行が望ましいですが，残高が確認できるものであればそれに限定するものではございません。書式も問いません。ＦＡＸ送信でも構いません。）。
　敬具

記

１　〇〇年○月〇日における債務の残高を減らすこと

２　弁済の請求・受領，相殺権を行使するなどの債務消滅に関する行為をなすこと

３　追加の物的人的担保の供与を求め，担保権を実行し，強制執行や仮差押・仮処分や法的倒産処理手続の申立てをすること 
以　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
書式９








� 債権残高が判明している場合には，適宜省略してください。弁済計画を策定する際は，事案に応じて，対象債権を元本にするのか，基準日時点までの利息損害金にするのか決めることとなります。






